
令和６年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標

阿南市立加茂谷中学校
「学力向上実行プラン」

【小中連携または中高連携における共通の取組】 【各校の取組状況の把握について】

◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み、学力の向上を推進
（１）知識・技能の習得

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

、
（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

言語活動の充実を図り，「聴く・話す力」を育成する。

①　習得した知識や技能の関連性に気付く「学習のめあて」の設定
②　様々な考えや意見を取り入れ，深く学び合う生徒の育成

管理職の授業参観，年２回実施の教員同士の授業参観および各研究授業等で取組状況の把握に努める。

次年度における改善事項

〇授業に集中して取り組み，出された
課題は期限内に提出する努力ができ
る。
●数学の計算問題や漢字の学習，英
単語の練習など，反復が必要な学習
習慣が身に付いていない。

◇「なぜ，その知識や技能の習得が必
要なのか」また「その知識や技能を身
に付けると何ができるようになるか」
ということを見通して，基礎的・基本
的知識や技能の習得に主体的に取り
組むことができる。

・授業内で基礎的な知識や技能を身に
付けるための演習に取り組む時間を
確保する。
・一人１台端末のドリルを活用したり，
小テストを実施したりする。
・「身に付けた知識・技能で何ができる
か」をめあてで示す。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

〇習得した知識や技能を使って，ペア・グ
ループでの話し合うことができる。また，
積極的に発表できる生徒が増えている。
●自分の考えと違う意見を取り入れて考
えを深化させたり，聴いている人が興味を
もつように発表したりする思考力・表現力
に課題がある。

◇協働的な学習を通して，多様な考察
や判断を学び，自らの考えを深め，そ
れを他者にわかりやすく伝えることが
できる。

・全ての教科において，積極的に協働
学習を取り入れ，意見をまとめたり，
新しい考え方を創造したりする。
・発表の機会を増やし，プレゼンソフト
などを積極的に活用し，表現力を高め
る。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

８月

〇課題に対して，活発に話し合いができる。
〇疑問が生じたり，違う考えをもっていたりす
ると，自分の言葉で発言できる。
●学習の繋がりに気付き，深く思考する態度に
課題がある。
●将来を見据えて，見通しをもった学習計画の
立案や実践に関して課題がある。

◇社会の様々な事象と中学校で身に付け
る知識・技能が深く関連していることに気
付き，「生きる力」を育成するための学習に
主体的に取り組むことができる。
◇自分の将来について真摯に考え，見通し
をもって計画的に学習に取り組むことが
できる。

・教科内および教科横断的なカリキュラ
ム・マネジメントを取り入れ，既習内容と新
しい内容を生徒が繋げて考えられるよう
な，学習のめあてを設定する。
・キャリアパスポートを活用し，キャリア教
育を積極的に推進することにより，学習意
欲を高める。
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令和６年度 学力向上ロードマップ
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確認プリント等を活用したＰＤＣＡサイクルの構築


